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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、国際宇宙ステーションに展開する CALET（高エネルギー宇宙線電子望遠鏡）実験により宇

宙線の原子核成分と電子成分を長期間観測し、銀河宇宙線の起源と加速機構を直接的に検証しようと

するものである。 

（意見等） 

 本研究は、１）超新星爆発による宇宙線の衝撃波加速の直接的検証、２）銀河内伝播機構の高精度検

証、３）陽電子源の探査、４）陽子・ヘリウムスペクトルの変化の解明の４つのテーマに挑むもので、

CALETを用いた電子・陽電子、原子核成分における高精度のエネルギースペクトルの蓄積が順調に行わ

れ、それぞれの科学テーマを解明するための定量的な知見を得ることができた。その研究成果は国際的

な学術雑誌を含むジャーナルに発表され、プレスリリースもされている。また、宇宙線の太陽変調に関

する研究で、当初の計画にない電荷依存性の観測にも成功しており、ドリフトモデルによる太陽変調の

理解につながっている。以上のことから、期待どおりの成果があったと判断できる。 


